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中心星の質量を M:t.、ダストの質量をそれぞれmiとする。回転座標系(X，y， Z)を導入する。 z
軸は半径方向外側に向いており、 U軸は回転方向、 z軸は赤道面から鉛直上向きに向いている。座
標原点は、半径α上を回転角速度nKで回転している。ここで、以下の仮定をする:mj<< M、
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(2) v;=Vi一ご27(1+仰 ij. Vij )nii' 








寸=η+ご平工(1+ E)(nij . Vij)nij 
































図2:計算結果のスナップショットである。時間はt= 0.5TK (左上)，t = 1.0TK (中央上)，t = 2.0TK 
(右上)， t = 3.0TK (左下)， t = 6.0TK (中央下)， t = 10.0TK (右下)である。各スナップショットの
上の段は、 xy平面の射影であり、下の段はxz平面の射影である。
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